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令和元年度 12 月補正予算の概要 
 

１ 予算編成の考え方 

復興・再生に向け直面する課題に対応するために必要な経費など緊急に措置すべ

き予算を計上するとともに、人件費の整理などを行った。 
 

２ 一般会計補正予算（第７号）の概要 

（１）予算規模 

歳入については、国県支出金、繰入金など、歳出については、予算編成の考え

方に基づき、それぞれ計上した。 
この結果、補正額 115,283 千円を追加し、補正後の一般会計歳入歳出総額が

63,336,772 千円となった。 
 

（２）主な補正内容 ※行政経営方針別等で掲載 

【凡例】 ○新 ：新規事業 

重点戦略１ 子育て世代に選ばれるまち 

   夜間小児科・内科初期救急医療事業（P8） 395千円 

  ＩＣＴ利活用教育推進事業（P12） 18,557千円 

 

２０２０東京オリンピック・パラリンピック関連 

東京２０２０関連市民参画推進事業（P10）  4,449千円 
 

その他緊急的対応 

○新 高齢者安全運転支援装置設置促進事業助成金（P8）   2,000千円 

市単土地改良事業補助金（原町区）（P8）   1,157千円 
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補正前 今回 補正後 補正前 今回 補正後

2,984,008 2,441,633 0 2,441,633 2,971,837 ▲ 17,502 2,954,335 2,471,306帰還環境整備交付金基金

基金名 Ｈ30末残高
積立額 取崩額 Ｒ1末残高

見込み

補正前 今回 補正後 補正前 今回 補正後

9,623,300 150,519 0 150,519 5,406,019 22,888 5,428,907 4,344,912東日本大震災復旧・復興基金

基金名 Ｈ30末残高
積立額 取崩額 Ｒ1末残高

見込み

補正前 今回 補正後 補正前 今回 補正後

4,261,371 718,720 0 718,720 3,699,713 109,948 3,809,661 1,170,430

Ｒ1末残高
見込み

基金名 Ｈ30末残高
積立額 取崩額

財政調整基金

補正前 今回 補正後 補正前 今回 補正後

0 0 12,056 12,056 0 0 0 12,056

Ｒ1末残高
見込み

森林環境整備促進基金

基金名 Ｈ30末残高
積立額 取崩額

（３）継続費の補正（予算書 P5「第２表」） 

① 変更 1事業 

備品整備に伴い「老人福祉センター建設事業」を変更した。 

 

（４）債務負担行為の補正（予算書 P5「第３表」） 

① 追加 3事業 

指定管理者の更新などに伴い３事業を追加した。 

 

（５）地方債の補正（予算書 P5「第４表」） 

① 追加 3事業 

事業メニュー変更に伴い「指定避難所施設等整備事業（あずま保育園）」など３

事業を変更した。 

② 廃止 3事業 

事業メニュー変更に伴い「指定避難所施設等整備事業（あずま保育園）」など３

事業を変更した。 

 

【参考】主な基金の状況 

○財政調整基金                          （単位︓千円） 

 

○東日本大震災復旧・復興基金                   （単位︓千円） 

 

○帰還環境整備交付金基金                     （単位︓千円） 

 

○森林環境整備促進基金                      （単位︓千円） 
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３ 特別会計補正予算の概要  

① 国民健康保険特別会計（補正第3号） 

人件費の整理を行うもので、補正額 19,715 千円を減額し、補正後の歳入歳出

総額が 9,813,766 千円となった。 

② 介護保険特別会計（補正第2号） 

人件費の整理を行うもので、補正額 5,784 千円を減額し、補正後の歳入歳出

総額が 7,541,055 千円となった。 

③ 簡易水道事業特別会計（補正第1号） 

人件費の整理や平成 30 年度決算に伴う繰越金などの補正を行うもので、補正

額 118 千円を減額し、補正後の歳入歳出総額が 87,396 千円となった。 

④ 亜炭鉱害復旧施設維持管理事業特別会計（補正第1号） 

人件費の整理や平成 30 年度決算に伴う繰越金などの補正を行うもので、補正

額 5,972 千円を追加し、補正後の歳入歳出総額が 26,968 千円となった。 

⑤ 農業集落排水事業特別会計（補正第1号） 

人件費の整理や平成 30 年度決算に伴う繰越金などの補正を行うもので、補正

額 4,479 千円を減額し、補正後の歳入歳出総額が 289,530 千円となった。 

⑥ 工場用地等整備事業特別会計（補正第1号） 

継続費設定年度を令和 2 年度まで延長し、工業用水バイパス管布設工事などを

追加するとともに、確定測量業務委託を 2 か年にわたって実施するため年割額の

変更も行うもので、補正額 23,335 千円を減額し、補正後の歳入歳出総額が

175,556 千円となった。 
(変更）

総　額 年　度 年割額 総　額 年　度 年割額

平成26年度 1,875,910 平成26年度 1,875,910

平成27年度 460 平成27年度 460

平成28年度 2,445,960 平成28年度 2,445,960

平成29年度 2,826,399 平成29年度 2,826,399

平成30年度 1,793,710 平成30年度 1,793,710

平成31年度 109,947 令和元年度 86,612

令和2年度 85,745

（単位：千円）

款 項 事　　業　　名
補　　　正　　　前 補　　　正　　　後

9,114,796

渋佐・萱浜

工業用地

整備事業費

3
工業用地造成

事業費
1

渋佐・萱浜工業用地造成

事業
9,052,386

 

⑦ 後期高齢者医療特別会計（補正第3号） 

人件費の整理を行うもので、補正額 354 千円を追加し、補正後の歳入歳出総

額が 388,293 千円となった。 


